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変電所におけるガス絶縁機器の動向

工務計画部 次長 川 原 正

1 ま え が き

S F6 ガスの優れた絶縁性能， 消弧性能を電力

用機器に適用することが考えられてから約40年が

経過している。変電所機器への具体的適用として

開閉装置変圧器などがあるが， 特にS F6 ガス

絶縁開 閉 装 置の進 歩•発展には目覚ましいもの

があり， 当社においても昭和 40 年岩塚変電所で

77kV ガス遮断器が， また昭 和 44 年守山変 電 所

で 77kV ガス絶縁開閉装置（以下GIS ……Gas

Insulated Switchgear という。）が初めて運転

に入って以来， 性能向上， 改善がなされ現在に至

っており， 今後はさらに高電圧， 大容量化へ向っ

て発展していくものと考えられる。

第 1 図は当社におけるGISの採用状況を示す

もので， 最近の配電用変電所では新設の40％以上

に採用し， また昭和58年運転開予定の新三河変電

所では， 500kV, 町5kV 側とも全GIS設計であ

る。
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GISは， 変電所スペースの効果的な縮少手段

として広く使用されているが， その技術評価を象

徴的に表わしたのが第2図であり’ 気中絶縁を使

った従来形変電所に比べ殆んどの点で優れている
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の開発 77-500kVの三相一括化の開発などを行

ぃ， 設計の合理化をはかって極力低廉となるよう

努力してきた。

以下これら技術を中心に， 最近のGIS技術開

発動向を紹介する。

2 高電圧， 大電流化

GISも系統の拡大に伴い， 順次高電圧大電流
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向である。これら

年度（昭和）

の 発展 は， 遮断
第3図 GIS高電圧， 大電流化の

撞移
器， ガス絶緑PT

などの技術進歩や， 特性の良い酸化亜鉛形避雷器

の開発によって促進されたものと考えられる。

新三河変電所の 500kVGIS は， 当 社はもち

論， 全国的にみても最大級のものであり， 引込口

設備は定格電流6, OOOA, 母線は8, OOOA（将来

12, OOOAに改造可能）で通過可能電力は， それぞ

れ約 5 百万kW, 6.5 百万kW (1 千万kW) とい

う大容量のものである。その特徴は， 次のとおり

である。

(1) 特性の良い酸化亜鉛形避雷器を適切に配置

し， LIWL を一般に適用されているl,800kV

から1550kV に低減し， 母線を相分離形から

三相一括化して合理化を計 っ た。 こ の た め

GISのサージ特性の調査， サージ計算手法

（ディジクル計算）の見直しを行って， サ ー

ジ電位分布予測の信頼度を高めた。

(2) 大電流化に伴い， 母線クンクの渦電流対策

が必要となってくるが， クンクのアルミ化ま

たは鉄クンクの場合はクンク内部に磁気ジ一

ルドを設けることにより対応できる。

(3) 高電圧，大電流化すると設備が大形化し，組

立および保守上の問題が出てくるとともに，
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